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EbA（生態系にもとづく気候変動適応）
Ecosystem-based Adaptation

Ecosystem-based Approach for climate change adaptation

生物多様性条約の次期国際目標、国家戦略でも重視

2000年頃から気候変動枠組み条約と
生物多様性条約の両面で議論が盛んに。

⇒ 今後、気候変動対策・生物多様性保全
の両面でEbAの社会実装が課題に。

地域の生態系を持続的に活用し、
気候変動によるリスクを軽減する
アプローチ



EbAの例とメリット／デメリット

元来、氾濫原だった場所を再湿地化、
貯留能力をもつ遊水地に ⇒水害リスク軽減

郊外からの冷涼な風が都市に到達する
ように計画的に樹林・草原を配置 ⇒暑熱リスク軽減

農業害虫の天敵の供給源となる樹林を
農地域に効果的に配置 ⇒害虫リスク軽減

EbAの例

EbAのメリット

- 多機能。複数の課題に同時に対応。

- 将来気候の予測不確実性に対する頑健性。

- 市民を含む多様な主体が管理に参加しやすい。

EbAの課題

- 機能の定量評価が不十分。

- 部局横断的な取り組みが必要な場合が多い。

⇐研究！
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気候変動に対応した持続的な

流域生態系管理に関する研究
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水害リスク

水害が発生

アオコ発生
リスク

- 気温上昇
- 集中豪雨増加

流域での水害や沼でのアオコ
発生のリスクの増加

水源は多数の谷津

検討の一例：印旛沼流域 谷津の機能評価



印旛沼流域に約600箇所近く残存する「谷津」大半が遊休農地



谷津の機能評価：治水機能

都市型谷津と自然型谷津で下流に対する治水効果の違いを
降雨と流量の連続測定を行うことで評価

都市型谷津
(駒込川)

自然型谷津
（遠谷津）

集水域・谷底面が都市化 自然が残されている



10倍以上の流出遅延機能と7割程度の流出抑制機能を確認
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降雨流出特性の比較

ピークの遅れ 流出率

加藤ほか未発表 加藤ほか未発表
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（暫定的解析結果）
印旛沼への総流入量・ピーク流量 過去と未来の気象条件で計算
谷津を宅地に開発するシナリオ vs. 谷津を保全するシナリオで比較

⇒ 総流入量で8～20%、ピーク流入量で3～12% 増加

洪水流出モデルによる評価



水質浄化機能の評価

加藤大輝ほか（未発表）
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谷底が浅く広い湿地の場合に
特に高い浄化能力



谷津依存

都市依存

草地依存

水田依存

ホトケドジョウ

スナヤツメ

ニホンアカガエル

アカハライモリ

サワガニ

オニスゲ

ミクリ

谷津は、ホトケドジョウ、

スナヤツメ、ニホンアカ

ガエル、アカハライモリ

など絶滅危惧種にとって

の主要な生息地

(Kim et al. 2020)

生物多様性保全機能



谷津の地形・水循環がもつ多面的機能

土手の維持や水路の補修によって高まる。

パンフレット
「自然とかかわり豊かに暮らす
里山グリーンインフラの手引き 谷津編」

http://wetlands.info/library/



実践の実例 遊休たんぼ活用プロジェクト
目的 耕作放棄水田を、収量は低いが（あるいは０だが）グリーンインフラとして

の公益機能をもつ水田あるいは湿地として活用する。

土地所有者（農家）
耕作しきれない農地を保有し
ており、土地の荒廃が心配。
生産田での獣害が心配。

利用者（非農家）
自由に入れる湿地が欲しい。自
分（達）の考えで米作りや湿地
づくりを試してみたい。グリー
ンインフラ維持に役立ちたい。

湿地・水田
（グリーンインフラ）
伐採・草刈り、畦や水路の補修、
耕起、湛水により、耕作放棄水
田を湿地化する。所有者へのメリット

農地の樹林化が防止され、容
易に水田に戻せる状態で維持
される。

利用者へのメリット
充実した余暇と健康が得られ
る。家庭菜園的な収穫が得ら
れる（収穫物の扱いは農家と
相談）。公共へのメリット

生物多様性保全／水質浄化／治水

遊休たんぼ活用研究会

調
査

研
究



里山グリーンインフラネットワーク
基本理念「自然を賢く活かした豊かな地域づくり」

メンバー非固定。人と知恵と経験のクラウド的共有資源。

勉強したいことがある、
「何か」をしたい

仲間をみつけたい取り組みたいことがある

個人・行政
チーム未満

団体・会社

事業価値を高めたい

実行計画の
議論・作成

相談・
チーム作り

例）
〇ホタル観賞会
〇水辺で乾杯
〇里山ビジネス
〇エコツアー
など

例）
〇休耕田活用の推進
〇バイオマス活用の推進
〇自主防災ガイド作成
〇里山管理の手引き作成
など

例）
〇困っていることの共有
〇心配なことの共有
〇新アイディアの披露
など

事務局
提案受付、勉強会・検討会開催調整、
文書作成支援、専門家への意見照会
を行うチーム

勉強会の
提案

チーム

実行
実行

例）
〇好事例の勉強
〇制度の勉強
〇科学の勉強
など

実行計画の
議論・作成

2020年度発足！



自然保護⇒ 自然活用⇒ まちづくり の展開

地域を活性化させる気候変動適応が目標
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